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専用住宅入居始まる日南町短期滞在型 専用住宅入居始まる日南町短期滞在型 専用住宅入居始まる日南町短期滞在型
12月８日～12月15日（８日間）

12月定例会
12月８日～12月15日（８日間）

12月定例会
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
最
後
と
な
る
12
月
定
例
会
は
、
12
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日
に
行
わ

れ
た
一
般
質
問
は
、
日
南
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
が
傍
聴
す
る
な
か
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
所
信
を
問
い

ま
し
た
。

　12
月
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
な
ど
の
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の
「
大
筋
合
意
」
に
関
す
る
意
見
書
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ひだまりの家 総事業費　89,500千円
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入居要件等

6室（単身者向け） 6室（単身者向け）

25㎡（1K） 25㎡（1Ｋ）

県外から町内への移住を検討されている方
短期間利便性の良い場所での生活を希望する
町内の高齢者等
※自立した生活ができる方に限る

3日～3年以内 6ヶ月以内

月額　30,000円（光熱水費含む）
※3日間　6,000円
（4日目以降1日当たり1,000円を加算）

月額　6,000円～26,000円（光熱水費含む）
※所得階層区分による

日南町建設課
TEL：0859-82-1113
FAX：0859-82-1478

日南町福祉保健課
TEL：0859-82-0374
FAX：0859-82-1027

日南町短期滞在型専用住宅 「ひだまりの家」

・寝具、食器、日常消耗品等は備えていません
・インターネット接続可能（Wi-Fi無線）
・固定電話はありません
・ペットは不可

エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ、炊飯器、
オーブントースター、IHコンロ、掃除機、座卓、ベッド等

１室につき1台

施設名称

個別施設名 お試し住宅 高齢者ショートステイ住宅

部 屋 数

部 屋 面 積

使 用 期 間

駐 車 台 数

使 用 料 金

備 付 備 品

そ の 他

問 合 せ 先

対 象 者

補正予算のおもなもの

説　　　明事業内容 金額(千円)

選挙管理委員会一般事務

消防施設整備管理事業

定住住宅整備事業

中心地域整備事業

環境保全対策事業

規模拡大農業者支援事業

再生可能エネルギー発電事業

日南病院事業　施設改良費

2,452

2,400

11,000

1,141

63

3,500

△6,204

8,640

選挙年齢を18歳に引き下げる法改正によるシス
テム改修

中心地域の消火栓増設工事

生山地区住宅地造成にともなう測量設計業務

「道の駅」ホームページ製作費

「空き家対策協議会」の委員報酬9人分

認定農業者や担い手が3年以上新たに借り入れ
た場合に10a1万円。35ha増加

新石見発電所の発電開始の遅れによる売電収入
の減額

新館冷温水発生装置取り替え

議
決
し
た
お
も
な
も
の

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

廃
止
し
た
福
栄
保
育
園
を
別
に

利
活
用
す
る
も
の

意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
条
例

農
機
具
等
の
助
成
の
対
象
と
す

る
事
業
を
、
20
万
円
以
上
か
ら

10
万
円
以
上
に
引
き
下
げ
る
。

（
た
だ
し
、
農
産
物
直
売
所
等

へ
出
荷
す
る
こ
と
が
条
件
）

条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
短
期
滞
在
型
専
用
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例

(

入
居
費
な
ど
右
表
の
と
お
り)

日
南
町
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
利
用
し

た
個
人
情
報
の
情
報
連
携
を
始

め
る
た
め
の
規
定
。

条
例
の
制
定

パセオ

にちなん
保育園

日南中学校日南小学校 かすみ荘

文化
センター

日南町
役場

日野川

高齢者ショートステイ住宅に今年1月から入居

昨年12月に旧福栄保育園に移転した白谷工房
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山
本

　芳
昭

荒
木

　
　博

近
藤

　仁
志

大
西

　
　保

坪
倉

　勝
幸

藤
原

　泰
則

久
代

　安
敏

足
羽

　
　覚

惠
比
奈
礼
子

古
都

　勝
人

福
田

　
　稔

村
上

　正
広

賛成＝○　　反対＝×

12月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

条例の制定

日南町行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利

用及び特定個人情報の提供に関する条例

日南町短期滞在型専用住宅の設置及び管理に関

する条例の制定

条例の一部改正

日南町地域活性化支援センターの設置及び管理

に関する条例

日南町税条例等

日南町意欲ある農業者支援条例

平成27年度　補正予算

一般会計（第６号）

国民健康保険特別会計（第２号）

簡易水道事業特別会計（第２号）

農業集落排水事業特別会計（第１号）

後期高齢者医療特別会計（第１号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計（第２号）

病院事業会計（第２号）

その他の議案

鳥取県西部広域行政管理組合の共同処理事務及

び規約を変更する協議について

鳥取県西部広域行政管理組合視聴覚ライブラリ

ーの廃止に伴う財産処分に関する協議について

工事請負契約の変更について

(日南町総合文化センター空調設備等改修工事)

請願・陳情

治安維持法犠牲者に国家賠償を求める請願書

所得税法第56条の廃止を求める意見書を国にあげて下さい

「名護市辺野古への新基地建設凍結と地方自治の尊重、国民的

議論の推進を日本政府に求める意見書」提出に関する陳情書

「平和安全保障関連法」のすみやかな廃止を求める陳情書

発議

ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）「大筋合意」
に関する意見書提出について

議　　案　　名 結果

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。
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（原案に対しての賛否）
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環境施策について検証し

対策改善がなされているか

問問

今後は計画内容を各部署に徹底し

進行管理を進めて行きたい

答答

町政のここが聞きたい 一般質
問

一般質
問
答答と問問

大西　保議員

①
「
第
２
期
環
境
基
本
計
画
の
数
値
目
標
（
平
成
25
年
度
〜

　29
年
度
）
」
の
昨
年
平
成
26
年
度
の
取
り
組
み
結
果
数
値

　を
見
て
ど
の
様
に
思
わ
れ
た
か
。

②
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
日
南
町
環
境
審
議
会
に
、
昨
年

　度
及
び
今
年
度
に
諮
問
さ
れ
た
内
容
は
。

③
町
の
推
進
組
織
の
「
環
境
基
本
計
画
推
進
連
絡
会
議
」
の

　議
長
は
ど
な
た
な
の
か
、
又
最
近
で
は
い
つ
開
催
さ
れ
、

　議
題
は
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
。

①
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
Ｊ

－

ｖ
ｅ
ｒ
）
の
販

　売
量
の
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
。
ご
み
の
排
出
量
に
関
し
て

　は
、
可
燃
ご
み
の
大
半
を
占
め
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
図

　っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
電
気
自
動
車
の
急
速
・
普
通
充

　電
器
の
設
置
台
数
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
目
標
を
達

　成
す
る
見
込
み
。

②
昨
年
度
は｢

日
南
町
環
境
実
行
計
画
の
数
値
目
標
の
追
加｣

　と
「
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
今
年

　度
は
「
日
南
町
環
境
実
行
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取

　り
組
み｣
と｢
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
ゴ
ミ
出
し
支
援
等
」

　に
つ
い
て
諮
問
。

③
議
長
は
副
町
長
、
直
近
の
開
催
は
、
平
成
24
年
６
月
。
ノ

　ー
残
業
デ
イ
の
推
進
と
リ
サ
イ
ク
ル
掲
示
板
の
設
置
と
庁

　舎
か
ら
出
る
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
議
論
。

　環
境
施
策
に
つ
い
て
検
証
し
、
対
策
改
善
が
な
さ
れ
て
い

る
か
。

　Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
を
各
課
担
当
部
署
に
、
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
は
し
っ
か
り
と
計
画
内
容
を
徹
底
し
、
進
行
管

理
を
進
め
て
行
き
た
い
。

問問
地
方
創
生
総
合
計
画
を
成
功
す
る
た
め
に
、

日
南
町
の
環
境
施
策
を
検
証

答答
増
原
町
長

にちなん議会だより　平成28年１月発行　No.142

答答
町

　長

問問
環
境
施
策
の
進
行
管
理

地球温暖化防止に
向けた二酸化炭素
の排出抑制

問　なぜ第２期は４０％増加したのか。各部署
　　 は目標数値を把握しているか。

答　文化センターを算入した為、各部署は数
　　 値を知りません。

問　販売可能の期限はいつまでか。道の駅の
　　 ３００ｔは２７年度の実績となるのか。

答　Ｈ３２年度に見直す。３００ｔは２７年度の実
　　 績となる

問　Ｈ２６年度はなぜ大幅未達なのか

答　速報値である。結果は２４．９％となる

問　Ｈ２５年度より、なぜ大幅達成なのか。

答　以前は、手計算をしていた。Ｈ２５年から
　　　は住基台帳より集計したため

公共施設における
二酸化炭素
排出量

豊かな森林の保全・
創造と産業の共生

温室効果ガス排出
クレジット販売数量
累計

資源ごみをきちんと
分別、リサイクルの
徹底

リサイクル率

きれいな水環境の
保全と水資源の
活用

下水道率



①
新
規
就
農
者
、
新
規
林
業
従
事
者
増
の
具
体
的
な
方
策
は

　何
か
。

②
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
は
何
か
。

　女
性
向
け
住
宅
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
整
備
さ
れ
る
の
か
。

③
町
営
バ
ス
の
交
通
体
系
の
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

　の
か
。

④
24
時
間
保
育
、
中
学
生
の
英
検
取
得
は
ど
の
よ
う
な
方
法

　で
行
う
の
か
。

①
農
林
業
研
修
制
度
に
よ
り
募
集
し
、
研
修
内
容
の
充
実
と

　研
修
後
の
支
援
に
よ
り
定
住
に
努
め
る
。
ま
た
、
農
林
業

　と
も
直
接
作
業
で
は
な
く
６
次
産
業
化
を
め
ざ
す
人
材
を

　求
め
て
い
く
。

②・
戦
略
で
は
都
会
か
ら
離
れ
家
庭
菜
園
な
ど
を
行
い
な
が
ら

　田
舎
で
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
す
生
活
様
式
を
指
し
て
い
る
。

・
現
段
階
で
は
、
民
間
参
入
を
基
本
と
し
利
便
性
の
高
い
位

　置
の
町
有
地
を
活
用
し
、
建
築
助
成
制
度
や
女
性
が
住
み

　や
す
い
設
計
と
な
る
仕
組
み
を
作
り
な
が
ら
推
進
を
行
う

　方
針
で
あ
る
。

③
中
心
地
域
で
運
行
中
の
巡
回
バ
ス
の
ル
ー
ト
、
運
行
時
間
、

　便
数
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
本
年
度
実
施
す
る
調
査

　事
業
の
結
果
を
も
と
に
各
地
域
を
結
ぶ
公
共
交
通
の
充
実

　化
を
検
討
す
る
。

④
24
時
間
保
育
に
つ
い
て
は
、
今
後
移
住
者
の
増
加
施
策
に

　よ
り
必
要
性
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
28
年
度
中
に
方

　針
を
決
定
し
、
５
年
計
画
で
取
り
組
む
。

　
　英
語
検
定
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
１
年
時
か
ら
の
受
検

　勧
奨
を
積
極
的
に
す
す
め
る
。
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　経
常
収
支
比
率
、
財
政
力
指
数
、
公
債
費
負
担
比
率
等
は
、

要
注
意
の
状
況
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

　県
内
で
も
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、
自
主
財

源
が
少
な
く
、
留
意
が
必
要
。

①
林
業
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
た
。
事
故

　防
止
の
た
め
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
る
の
か
。

②
林
業
振
興
の
た
め
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い

　る
の
か
。

③
日
南
町
民
有
林
新
植
経
費
補
助
金
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

①
各
林
業
事
業
所
へ
安
全
教
育
の
徹
底
を
図
り
、
林
業
災
害

　の
発
生
防
止
に
努
め
る
。

　

②
森
林
経
営
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
な
ど
の
図
面
作

　成
に
活
用
し
て
い
る
。

③
１
件
の
申
請
が
あ
り
、
森
林
組
合
と
随
時
連
絡
を
取
り
合

　い
進
め
て
い
る
。

　各
事
業
の
検
証
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
検
証
結

果
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
主
要
施
策
の
成
果
及
び
財
産
に
関

す
る
調
書
の
書
式
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
基
づ
い
た
形
式
に
変
更
し

て
は
ど
う
か
。

　検
証
は
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
誰
に
も
わ

か
り
や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

町政のここが聞きたい

財政状況指標は

要注意の状況だが改善策は

問問

健全な財政運営を行っているが

自主財源が少なく留意が必要

答答

山本芳昭議員

問問
財
政
状
況

問問
総
合
戦
略

問問
林

　業

問問
決

　算

答答
増
原
町
長

答答
町

　長

答答
町

　長

答答
丸
山
教
育
長

答答
町

　長
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町政のここが聞きたい

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
は
、
10
月
５
日
に
「
大
筋
合
意
」
し
、
11

　月
５
日
に
暫
定
文
書
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
農
業
、

　食
の
安
全
、
医
療
、
地
域
経
済
と
暮
ら
し
を
破
壊
す
る
も

　の
で
、
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
あ
ら
た
め

　て
見
解
を
問
う
。

②
政
府
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
書
作
成
作
業
か
ら
撤
退
し
、
調
印

　を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

①
反
対
の
立
場
で
あ
る
が
、
発
効
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
も

　必
要
と
考
え
る

②
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
有
り
様
は
注
視
す
る
。

TPPは絶対に認められない

問問

反対の立場であるが

今後の対応を注視する

答答

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
各
世
帯
に
届
い
て
い
る

　が
、
住
民
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
や
不

　安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
配
達
の
状
況
と
今
後
の
対

　応
に
つ
い
て
住
民
へ
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

②
内
閣
府
、
国
税
庁
、
厚
労
省
な
ど
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

　記
載
さ
れ
て
い
な
く
て
も
書
類
は
受
理
し
、
罰
則
は
な
い

　と
の
見
解
で
あ
る
が
、
関
係
機
関
に
十
分
周
知
さ
れ
て
い

　る
か
。

③
「
メ
リ
ッ
ト
」
い
っ
ぱ
い
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
と
い
う

　総
務
省
の
宣
伝
は
誇
大
広
告
で
は
な
い
か
。
喜
ん
で
い
る

　の
は
国
と
Ｉ
Ｔ
企
業
で
、
そ
の
モ
ル
モ
ッ
ト
に
さ
れ
か
ね

　な
い
。
個
人
情
報
漏
え
い
の
危
険
は
計
り
知
れ
な
く
今
か

　ら
で
も
凍
結
・
中
止
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

①
11
月
３
日
か
ら
配
達
開
始
。
町
内
の
配
達
総
数
は
２
１
７

　５
通
、
５
１
１
０
人
分
。
そ
の
内
、
役
場
に
返
送
と
な
っ

　た
未
達
分
が
１
５
９
通
、
１
７
８
人
分
あ
り
、
本
人
確
認

　が
で
き
た
方
48
人
に
は
交
付
。
配
達
後
、
個
人
番
号
や
個

　人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
方
法
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

　40
数
件
。
今
後
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
説
明
を
予
定
。

②
９
月
１
日
に
町
内
事
業
者
を
対
象
に
し
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ

　ー
制
度
説
明
会
」
を
実
施
。
11
月
５
日
に
西
部
市
町
村
等

　の
共
催
で
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
合
同
説
明
会
」
を
実

　施
。
そ
の
際
、
９
月
の
説
明
会
に
不
参
加
だ
っ
た
事
業
所

　に
合
同
説
明
会
開
催
を
通
知
。

③
す
で
に
町
と
し
て
の
対
応
を
始
め
て
お
り
、
凍
結
・
中
止

　は
考
え
て
い
な
い
。

問問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

問問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」
と

日
南
町
の
農
林
業

答答
増
原
町
長

答答
町

　長

久代安敏議員

9,018

TPP関税撤廃の全体像

全品目
品目数 関税が残る

品目

関税をなくす

割合

【うち農林水産物】農林水

産省が所管する品目
2,328 443 81.0% 

【うち農産物重要 項５ 目】

コメ、麦、甘味資源作物、

乳製品、牛・豚肉 

586 412 29.7% 

TPPによる農産物の生産減少額

コメ 1,100億円

牛肉 2,000̃3,000億円

豚肉 4,000億円

乳製品 1,000億円

主要果実 1,900億円

合計 約1兆～1兆1,000億円

443 95.1％
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①
基
本
方
針（
案
）、
経
営
試
算
が
示
さ
れ
た
が
、
販
売
戦
略

　が
見
え
な
い
。
開
店
ま
で
の
間
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

　さ
れ
る
の
か
。

②
㈱
Ｍ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
の
主
体
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
民
間
企

　業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
４
県
の
県
境
に
位
置
す
る
町
と
し
て
、
陰
陽
の
特
産
品
を

　取
り
扱
い
、
環
境
配
慮
型
、
地
域
素
材
を
活
用
し
た
新
商

　品
の
開
発
と
併
せ
て
観
光
案
内
機
能
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
の

　企
画
な
ど
誘
客
対
策
に
取
り
組
む
。

②
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
せ
て
機
能
的
な
運
営
を
目
指

　す
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
障
が
い
者

　雇
用
も
行
い
な
が
ら
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
も
配
送
業
務

　と
併
せ
て
行
う
計
画
で
あ
る
。
住
民
生
活
の
応
援
が
で
き

　る
道
の
駅
を
目
指
し
て
町
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
く
方

　針
で
あ
る
。

道の駅の経営試算が示されたが

販売戦略が見えない

問問

地方創生の拠点として

全力で取り組む

答答

①
総
合
戦
略
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
方
向
を
推
し
進
め

　る
具
体
的
戦
術
を
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
る
の
か
。

②
来
年
度
事
業
に
お
い
て
、
具
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
事
項

　は
何
が
あ
る
の
か
。

①
総
合
戦
略
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、
現
段
階
で
は
基

　本
的
方
向
に
基
づ
く
取
り
組
み
内
容
の
各
項
目
に
つ
い
て

　５
年
間
の
事
業
展
開
を
各
課
で
整
理
し
た
。
こ
れ
に
基
づ

　き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
見
直
し
を
し
な
が
ら
毎
年
度
事

　業
を
進
め
て
い
く
。
事
業
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
地
域
と

　の
一
体
性
を
考
慮
し
、
町
民
や
各
種
団
体
と
一
緒
に
な
っ

　て
進
め
て
い
く
。

②
戦
略
で
掲
げ
た
全
項
目
に
つ
い
て
設
定
し
た
数
値
目
標
を

　目
指
し
進
め
て
い
く
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と

来
年
度
予
算
編
成

問問

道
の
駅

　農
林
産
物
直
売
所
の
経
営

問問

答答
町

　長

答答
増
原
町
長

坪倉勝幸議員

道の駅にちなん日野川の郷・経営計画書
(単位：千円)

直売所売上 98,000

生鮮野菜、
加工品、米
土産品、工芸・
手芸品

直売所の仕入れ
原価を引いたもの

初年度、1年間
の売上目標

駅長、事務員
の人件費

光熱費、広告費、
イベント企画費など

レストラン売上 27,000

日南トマト加工 45,000

道の駅全体売上 170,000

営業利益

町が負担する
委託料

▲16,677

差引経常利益 229

8,196

8,710

売上総利益 15,150

人件費および「道
の駅」運営にかか
る経費

経　費 31,827

※「道の駅」全体の事業運営は、
　㈱MAサービスに業務委託される
　ことになっています。
※「道の駅」全体の雇用創出は、
　およそ20人を見込んでいます。

レストランおよび
日南トマト加工の
テナント料は、建
設事業費が確定後
に決定されます。
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町政のここが聞きたい

①
平
成
22
年
に
日
南
町
の
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま

　と
め
て
あ
る
。
５
年
を
経
過
し
て
い
る
が
そ
れ
を
検
証
し

　た
上
で
の
戦
略
と
な
っ
て
い
る
か
。
５
年
前
の
ビ
ジ
ョ
ン

　に
も
こ
の
度
の
総
合
戦
略
に
も
日
南
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ

　せ
所
得
拡
大
に
つ
な
げ
る
と
唱
っ
て
あ
る
。
生
産
者
が
誇

　り
を
持
っ
て
再
生
産
で
き
る
仕
組
み
作
り
は
。

②
日
南
町
を
均
一
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
と
捉
え

　「
コ
ン
パ
ク
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
」
を
唱
っ
て
い
る
が

　周
辺
集
落
へ
の
手
立
て
、
方
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

　る
か
。
一
部
ま
ち
協
で
は
中
心
地
域
と
結
ぶ
動
脈
と
し
て

　デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
機
能
性
を
高
め
る
た
め
に
研
究
中

　で
あ
る
が
、
既
存
の
事
業
所
と
の
整
合
性
・
多
目
的
利
用

　（
買
い
物
支
援
、
出
荷
支
援
）
な
ど
の
問
題
点
は
。

③
誰
が
や
る
の
か
、
誰
と
や
る
の
か
。

①
農
家
の
声
を
生
か
し
、
重
点
事
項
と
農
業
情
勢
の
変
化
に

　対
応
し
て
い
く
。
日
南
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
は
難
し
く
て
も
、

　粘
り
強
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
作
っ
て
連
続
性
が
必
要
。

②
構
想
は
中
心
地
域
の
み
が
栄
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

　町
全
体
の
生
活
機
能
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
あ
り
、
そ
の

　実
現
に
は
周
辺
地
域
の
方
々
の
理
解
と
参
画
が
必
要
で
あ

　る
。
ま
た
周
辺
地
域
か
ら
出
か
け
や
す
い
交
通
手
段
や
集

　落
維
持
の
た
め
の
課
題
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

　が
あ
る
。
荷
物
と
人
を
一
緒
に
運
ぶ
こ
と
は
検
討
さ
れ
て

　い
る
が
今
は
で
き
な
い
し
、
町
外
に
も
運
行
で
き
な
い
。

　全
て
の
事
が
で
き
る
訳
で
な
い
事
は
理
解
し
て
頂
き
た
い
。

③
構
想
の
実
現
に
は
、
役
場
の
み
な
ら
ず
地
域
の
関
係
者
が

　一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
町
民
一
体
型

　の
取
り
組
み
が
行
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。

コンパクトヴィレッジ構想の中で

周辺集落への手立ては

問問

出かけやすい交通手段や集落維持の

課題解決に取り組む

答答

①
お
試
し
住
宅
が
12
月
か
ら
さ
れ
る
に
あ
た
り
お
試
し
体
験

　の
用
意
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

②
生
山
駅
周
辺
に
分
譲
住
宅
整
備
が
計
画
さ
れ
、
一
定
期
間

　を
過
ぎ
た
ら
土
地
代
が
実
質
無
償
と
あ
る
が
Ｕ
タ
ー
ン
者

　に
も
適
用
に
な
る
の
か
。

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
日
南
町
も
毎
月
80
人
の
求
人
が
あ
る
の

　で
、
仕
事
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

②
意
図
的
で
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
に
も
適
用
し
た
い
。
日
南
町
に

　帰
り
た
い
方
に
は
是
非
利
用
し
て
帰
っ
て
ほ
し
い
。

問問
日
南
町
の
将
来
へ
向
け
た
総
合
戦
略

答答
増
原
町
長

問問
中
心
地
域
整
備
構
想

答答
町

　長

近藤仁志議員

生山駅周辺分譲住宅予定地

至 米子

県道県道

前田石油店 日
野
川

旧荒金歯科医院

至 

広
島

183

予定地

生山駅
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　で
の
制
度
に
よ
っ
て
対
応
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
返
還
の
際
の
負
担
、
ま
た
他
の
奨
学
資
金
制
度
と
の
整
合

　性
の
中
で
設
定
し
た
貸
与
額
で
あ
る
。

　現
在
、
に
ち
な
ん
恋
日
和
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

婚
活
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
日
南
町
の
婚
姻
率
は
県

下
で
最
も
低
い
。
婚
活
事
業
で
婚
姻
率
を
上
げ
る
事
は
、
大

変
厳
し
い
と
考
え
る
。
も
っ
と
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と

感
じ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　日
南
町
の
婚
姻
率
は
平
成
24
年
度
数
値
で
１
０
０
０
分
率

で
2.7
と
県
下
で
最
も
低
い
。
婚
活
の
取
り
組
み
の
み
な
ら
ず

若
者
世
代
の
人
口
増
加
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
総
合
的
な

施
策
が
必
要
で
あ
る
。
婚
活
に
つ
い
て
も
新
た
な
企
画
の
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　平
成
25
年
10
月
に
鳥
取
県
手
話
言
語
条
例
が
公
布
さ
れ
、

第
５
条
「
市
町
村
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
手
話
の
意

義
及
び
基
本
理
念
に
対
す
る
住
民
の
理
解
の
促
進
並
び
に
手

話
の
普
及
そ
の
他
の
手
話
を
使
用
し
易
い
環
境
の
整
備
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
日
南
町
の
取
り
組
み
と

環
境
整
備
の
実
績
は
。

　日
南
町
の
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

は
35
名
。
う
ち
手
話
を
言
語
と
す
る
人
は
１
名
。
手
話
の
意

義
と
基
本
理
念
に
対
す
る
住
民
の
理
解
は
、
交
流
を
通
し
て

少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
手
話
の
普
及
、
手
話
を
使

用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
た
取
り
組

み
が
必
要
。

町政のここが聞きたい

地域起業家精神で

若者の育成とＵターンの促進を

問問

総合戦略でＵターンを

５年間で30人の目標

答答

足羽　覚議員

①
町
内
の
高
校
生
や
大
学
生
の
卒
業
後
の
町
内
残
人
口
率

　

　（
出
生
数
に
対
し
て
、
現
在
住
ん
で
い
る
人
数
の
割
合
）

　は
、
近
年
ど
の
位
あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
位
の
残
人

　口
率
を
目
指
し
て
い
る
か
。

②
「
自
分
の
ま
ち
を
元
気
す
る
、
新
し
い
仕
事
を
つ
く
り
に

　帰
り
た
い
」
と
い
っ
た
地
域
起
業
家
精
神
を
持
っ
た
若
者

　の
育
成
と
Ｕ
タ
ー
ン
率
を
上
げ
て
行
く
事
が
必
要
と
感
じ

　る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

①
町
出
身
者
の
定
住
率
は
５
割
以
下
と
推
計
し
て
い
る
。
町

　出
身
者
の
定
住
率
に
関
す
る
指
標
は
総
合
計
画
、
総
合
戦

　略
に
お
い
て
は
設
定
し
て
い
な
い
が
、
総
合
戦
略
で
は
Ｕ

　タ
ー
ン
者
の
目
標
を
５
年
間
で
30
人
と
設
定
し
て
い
る
。

②
現
在
学
校
教
育
で
は
ふ
る
さ
と
学
習
、
職
場
体
験
、
起
業

　学
習
な
ど
、
ま
た
人
材
育
成
奨
学
金
制
度
や
成
人
式
で
の

　地
元
企
業
の
紹
介
、
盆
、
正
月
な
ど
帰
省
時
期
に
合
わ
せ

　た
求
人
情
報
の
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
総
合
戦
略
で

　は
移
住
定
住
希
望
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
総
合
的
な
施

　策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
教
育
を
進
め
る
中
、
日
南
町
人
材
育
成
奨
学
資

　金
制
度
の
中
に
、
高
校
生
の
奨
学
資
金
を
貸
与
す
る
条
例

　は
な
い
。
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
し
た
、
日
南
町
人
材
育

　成
奨
学
資
金
制
度
の
見
直
し
は
出
来
な
い
か
。

②
貸
与
額
が
年
間
40
万
円
で
、
授
業
料
の
約
半
分
程
度
の
た

　め
、
貸
与
額
の
ア
ッ
プ
が
出
来
き
る
か
。

①
高
校
生
を
対
象
に
し
た
奨
学
資
金
制
度
は
、
経
済
的
に
就

　学
が
困
難
な
生
徒
に
対
し
て
の
支
援
を
基
本
に
、
国
、
県

問問
日
南
町
の
残
人
口
率

問問
日
南
町
の
婚
姻
率

問問
鳥
取
県
手
話
言
語
条
例

問問
日
南
町
人
材
育
成
奨
学
資
金
制
度

答答
増
原
町
長

答答
町

　長

答答
町

　長

答答
丸
山
教
育
長
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本会議件 名 提 出 者

治安維持法犠牲者に国

家賠償を求める請願書

治安維持法犠牲者

国家賠償要求同盟

鳥取県本部会長

　　　　保田　睦美

調査は必要と思われるが、国家賠償に

ついては最高裁で免訴の判決が出てい

る。

趣旨採択

「平和安全保障関連

法」のすみやかな廃止

を求める陳情書

｢九条の会･にちなん｣

呼びかけ人代表　

　　　　石田　正義

現政権において既に成立した法案であ

り、廃案を求めても実現性がない。
不採択

「名護市辺野古への新

基地建設凍結と地方自

治の尊重、国民的議論

の推進を日本政府に求

める意見書」提出に関

する陳情書

反核・平和の火リレ

ー鳥取県実行委員会

実行委員長　

　　　　田中　修一

国と県で係争中の事案であり、現段階

で判断しかねる。 不採択

提出のあった請願・陳情は、12月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情の審査結果

審 査 意 見

 ＴＰＰ参加国は10月５日、米国アトランタでの閣僚会合において「大筋合意」に至った。Ｔ

ＰＰ交渉にあたっては、これまで我が国の国益を損なうことがないよう毅然と対応するととも

に、十分な情報開示と説明責任を果たすことを求めてきた。

　とりわけ、農林水産分野の、米、麦、牛肉・豚肉、乳製品、甘味資源の重要５項目などの聖

域の確保について、国会における決議等を踏まえ、国民との約束を守るよう万全を期すること

を求めてきた。

　しかし、今回の「大筋合意」は、重要５項目で３割の品目の関税を撤廃し、関税が残った品

目でもコメはアメリカやオーストラリアから7.84万トンの特別輸入枠を新設し、牛肉・豚肉

で関税の大幅削減など農林水産業に深刻な影響を及ぼし、国会決議に真っ向から反するもので

あり、到底容認できない。

　政府は11月25日に「大筋合意」受け入れを前提として、地方経済や国民生活全般に与える

影響等について詳細かつ丁寧な説明と情報提供がなされないまま「ＴＰＰ関連対策大綱」を決

定したが、町村における基幹産業である農林水産業や食料供給、水源涵養、国土保全、伝統・

文化の継承などに重要な役割を担っている中山間地域が将来にわたり持続的に発展していける

ような万全の対策が講じられるか危惧している。

　以上のことからＴＰＰの正式調印や条約の批准・承認にあたっては徹底した国会審議と、国

民への十分な情報開示と説明責任を強く求める。

12月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました

ＴＰＰ(環太平洋経済連携協定)「大筋合意」に関する意見書

（要旨掲載）
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総務教育常任委員会
担当課 調査事業 結果及び意見

住民課 新石見小水力発電所について

10月23日より発電を開始。本年度の発電収入は
工期の延長と水路への落石により水量が半減し
ている為大きな減収である。落石対策を検討す
るよう求めた。

総務課 旧福栄保育園の利用について
町づくり協議会からの推薦により使用者を決定し
たい。設置管理条例については検討中との報告。

教育課

国際交流事業について
米国シアトルへ3月24日～31日の予定でホーム
ステイ等国際交流を行う。

日南町学校教育推進協議会について
教育課程推進部会、家庭地域連携推進部会、子
ども支援推進部会を統括する上部組織の設置。

企画課

中学校寄宿舎について
12月中旬におためし住宅入居者を募集開始予定
のため住宅使用料について協議。

アメダス茶屋のトイレ改修について 車いすで利用可能なバリアフリー化の実施を行う。

住民課

マイナンバーの通知状況について

11月3日から対象者5,111人に配達を開始。
その内178人(3.5%)が役場に返送された。
その後、本人確認ができた86人に交付し、残り
92人が未達である。(12月22日現在)

新石見小水力発電所について 水路の落石対策は新年度予算で対応する。

委員会 請願審査
９月定例会で委員会付託され継続審査となって
いた請願1件の審査を行った。

教育課 国際交流事業について 小学生3名中学生7名を海外派遣することに決定。

プレミアム商品券の利用状況について
プレミアム商品券は99.13％、子育て支援は97.67
％、低所得者向けは77.86％の換金状況である。

委員会 請願・陳情審査
委員会に付託された請願1件、陳情2件の審査を
行った。

企画課
プレミアム商品券未換金の取り扱いにつ
いて 年度末に町一般会計へ繰り入れる。

10
月
27
日

11
月
30
日

12
月
10
日

にちなん議会だより　平成28年１月発行　No.142
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中心地域整備に関する調査特別委員会

議会基本問題調査特別委員会

道の駅　運営について　調査とまとめ

問　M･Aサービスの経営計画と試算について
答　道の駅全体の管理者はM・Aサービス。次回にはテ
ナント料などその他収入及び支出を加えた経営計画の試
算と根拠を示す。

問　道の駅にちなん出荷者協議会について
答　9月25日に発足。生鮮部会、食品加工部会、手芸・
工芸部会を設置し課題と対策について協議していく。

問　道の駅全体の収支について
答　歳入2,400万円歳出4,400万円の試算であり、町の
負担は約2,000万円。

問　出荷者協議会、直売所売り上げ目標について
答　商品紹介の講習会、栽培講習会、ポスレジの講習会
等計画している。売り上げ目標は9,800万円。

担当課 調査及び報告事項 結果及び意見

農林課 農業委員、農地利用最適化推進委員の定
数に関する条例（案）について

・農業委員の定数は10人とする（各地区１人×
　７＋学識経験者１人＋女性２人）女性委員は
　努力目標
・農地利用最適化推進委員の定数は９人とする
　(各地区1人×７＋山上・石見地区は各１人増)
・農業委員の公選制を廃止
①公募（推薦、応募）→②町長による評価委員
会開催→③町長による農業委員候補者決定→④
町議会同意→⑤農業委員任命、公表

日南病院

療養型介護施設利用の落ち込みが大きく併せて
外来患者減が顕著である。（表参照）

1
月
13
日

　議会報告会で出された意見の取りまとめを行いました。特に、今回の選挙が無投票となったことか
ら、議員定数を減らすべきとの意見がありましたが、議員定数のあり方については今後慎重に検討を
すすめるとのまとめをしました。

経済福祉常任委員会

（12月11日）

（11月20日、12月11日）

企画課、農林課所管事務調査

建設課

日南町除雪機械運転手の育成支援事業に
ついて

・鳥取県と日野郡３町が連携し、除雪機械の免
　許取得に要する経費の助成について説明を求
　めた。
・教習料経費の2/3助成、上限額40万円。
・事業期間は県補助金の実施期間とし概ね３～
　５年程度。

町道生山印賀線改修、進捗状況について
一部用地買収も進んでいるが国県の予算が付き
にくい状況にあり、計画通り進んでいない。

福祉保健課

介護福祉人材育成奨学金利用者の実情に
ついて

27年度奨学金活用者は3名、内2名が28年3月卒
業見込みで日南福祉会に就職が内定している。

日南福祉会の経営とおおくさ荘の再開に
ついて

・事業収益が３千万円減収見込み。
・再開には介護士７名が増える事が最低条件で
　見込みがたたない。28年度見込み中途退職者
　７名、定年退職１名、採用予定４名。

12
月
10
日

常 任 委 員 会 と 特 別 委 員 会 の 報 告

問問

答答

問問

答答

問問

答答

問問

答答平成28年4月22日オープンする
道の駅｢にちなん日野川の郷｣

平成27年度日南病院事業計画決算見込み
について

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

H24 2,907 3,182 2,961 3,105 3,139 2,764 2,985 2,943 2,762 2,719 2,682 2,741

H25 2,789 2,890 2,529 2,872 2,660 2,479 2,596 2,424 2,284 2,331 2,212 2,575

H26 2,509 2,615 2,404 2,602 2,374 2,480 2,641 2,249 2,383 2,440 2,114 2,463

H27 2,354 2,303 2,461 2,471 2,253 2,278 2,399 2,134 2,321

0

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

（
人
）

3月

年度別外来患者数
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　（
10
月
22
日
以
降
）

■
10
月
29
日

　和
歌
山
県
す
さ
み
町
議
会

　廃
屋
・
空
き
家
対
策
、
市
町

　村
有
償
運
送
、
過
疎
地
有
償

　運
送
等

■
11
月
10
日

　和
歌
山
県
串
本
町
議
会

　廃
屋
・
空
き
家
対
策
、
産
官

　学
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

■
11
月
17
日

　岡
山
県
鏡
野
町
議
会

　議
会
運
営
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
〜
タ
ブ

　レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
状
況
等
、

　議
会
基
本
条
例
施
行
後
の
課

　題
等

■
11
月
18
日

　熊
本
県
五
木
村
議
会

　森
林
資
源
と
木
材
団
地
（
㈱

　オ
ロ
チ
工
場
見
学
）

■
11
月
19
日

　高
知
県
津
野
町
議
会

　定
住
対
策
全
般
、
農
林
業
研

　修
生
制
度

■
12
月
１
日

　熊
本
県
南
小
国
町
議
会

　公
共
交
通
対
策
、
空
き
校
舎

　の
利
活
用

平
成
27
年
度

　行
政
視
察
受
入
状
況

議 会

あ

ら

か

る

と

あ

ら

か

る

と

議
会
基
本
条
例
の

議
会
報
告
会
と
意
見
交
換
会
と
は

第
７
回

　臨

時

会

平
成
27
年
11
月
20
日

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定

・
日
南
高
原
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

　ー
の
指
定
管
理
を
ア
イ
ビ
レ

　ッ
ジ
株
式
会
社
に

・
代
表
取
締
役

　田
中
和
利

　（
米
子
市
尾
高)

・
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
く
ろ
も
じ

　な
ど
を
原
料
と
し
て
蒸
留
装

　置
で
精
油
し
、
エ
ッ
セ
ン
シ

　ャ
ル
オ
イ
ル
を
製
造
す
る

・
平
成
27
年
11
月
24
日
〜
平
成

　29
年
３
月
31
日
ま
で

議
決
し
た
お
も
な
も
の

一
般
会
計
補
正
予
算

■
住
宅
改
修
助
成
制
度
の
申
請

件
数
が
増
え
た
た
め
６
０
０
万

円
増
額
し
て
２
，
０
０
０
万
円
に

■
ア
メ
ダ
ス
茶
屋
の
玄
関
、
通

路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
、
ト

イ
レ
改
修
に
３
０
０
万
円

工
事
請
負
契
約
の
変
更

日
南
中
学
校
寄
宿
舎
改
修
工
事

の
増
額

　８
，０
１
３
万
６
，０
０
０
円
に

※

議
会
だ
よ
り
第
１
４
１
号

（
４
ペ
ー
ジ
）
の
日
南
病
院

事
業
決
算
状
況
の
利
益
剰
余

金
０
円
は
16
億
９
，
２
７
６
，

６
７
５
円
の
誤
り
で
し
た
。

　お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　議
会
は
、
情
報
開
示
と
町
民
意
見
の
把
握
に
努
め
る
た
め

に
積
極
的
に
議
会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

議
会
報
告
会

①
年
１
回
、
９
月
定
例
会
閉
会
後
２
か
月
以
内
に
実
施
し
ま
す
。

意
見
交
換
会

②
町
行
政
及
び
議
会
に
関
す
る
案
件
に
つ
い
て
必
要
と
認
め

　た
と
き
、又
は
町
民
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
に
実
施
し
ま
す
。

③
交
換
会
の
実
施
を
要
請
で
き
る
の
は
、
本
町
に
在
意
見
住

　在
勤
す
る
10
人
以
上
の
者
で
構
成
す
る
団
体
又
は
、
グ
ル
ー

　プ
と
し
ま
す
。

④
議
長
は
、
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
と
き
は
、

　あ
ら
か
じ
め
実
施
期
間
、
会
場
等
を
町
民
に
広
報
す
る
こ

　と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
に
お
い
て
町
民
か
ら
出
さ
れ
た

　要
望
、
提
言
等
の
内
、
議
会
に
関
す
る
も
の
は
議
会
運
営

　委
員
会
で
、
町
行
政
に
関
す
る
も
の
は
各
常
任
委
員
会
で

　そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
、
議
会
全
員
協
議
会
の
議
を
経
て
対
処
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　町
民
の
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
る
民
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
議
員
が
地

域
に
出
か
け
て
活
動
の
状
況
を

報
告
し
意
見
交
換
を
行
い
町
政

に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
し
た
。

　町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ

れ
た
質
問
や
意
見
は
、
常
任
委

員
会
や
特
別
委
員
会
な
ど
で
審

議
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て

２
月
末
ま
で
に
広
報
し
ま
す
。

開催日 会　場

合　計

山上地域振興センター

福栄地域振興センター

多里桜ヶ瀬会館

大宮地域振興センター

阿毘縁地域振興センター

石見地域振興センター

日南町総合文化センター

多目的ホール(議員全員）

10月29日

10月27日

10月28日

8人

12人

４人

８人

４人

11人

6人

53人

参加人数

10月30日

　今
日
は
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

た
。
難
し
い
話
で
、
私
に
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
最
近
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

ま
で
気
に
か
け
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
た
ち
が
よ
り
良
い
暮

ら
し
を
す
る
た
め
の
大
切
な
会

議
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。

　議
会
で
話
さ
れ
て
い
る
内
容

は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
な
ん
と

な
く
知
っ
て
い
た
の
で
、
興
味

を
持
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
質
問
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ

的
確
に
答
え
て
お
ら
れ
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

今
学
習
し
て
い
る
国
語
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
生
徒

会
で
の
会
議
等
に
こ
の
よ
う
な

進
め
方
を
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　議
会
で
話
し
合
わ
れ
る
内
容

が
非
常
に
多
く
あ
り
、
大
変
驚

き
ま
し
た
。
道
の
駅
が
で
き
る

日
を
答
え
て
お
ら
れ
て
、
質
問

に
対
す
る
答
え
が
具
体
的
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
は
、
母
か
ら

「
あ
な
た
の
番
号
も
あ
る
よ
」

と
言
わ
れ
て
い
た
し
、
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
見
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
身
近
な
こ
と
だ

と
思
い
な
が
ら
聞
け
ま
し
た
。

議
会
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
他

の
地
域
で
も
こ
の
よ
う
に
話
さ

れ
て
い
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　議
会
の
傍
聴
で
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
か
道
の
駅
と
い
っ
た

単
語
は
知
っ
て
い
る
け
ど
内
容

は
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

難
し
い
な
あ
と
思
っ
て
聞
き
ま

し
た
。
議
長
さ
ん
が
て
き
ぱ
き

と
進
め
て
お
ら
れ
て
、
話
し
合

い
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
リ
ハ
ー

サ
ル
が
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

で
し
た
。
こ
ん
な
進
め
方
を
見

習
い
た
い
で
す
。

12
月
定
例
会
初
日
（
８
日
）
の
一
般
質
問
に
、
日
南
中
学
校
の
２
年
生
31
人
が
議
会
傍

聴
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
南
中
学
校
２
年
生
の
議
会
傍
聴
記

日
南
中
学
校
２
年
生
の
議
会
傍
聴
記

坪
倉
由
妃
乃
さ
ん

つ
ぼ

く
ら

ゆ

き

の

新
田

　将
大
さ
ん

井
谷

　実
央
さ
ん

若
月

　順
図
さ
ん

石見地域振興センター

山上地域振興センター

に
っ

た

ま
さ

ひ
ろ

い

だ
に

み

お

わ
か
つ
き

な
お

と

平成27年度 議会報告会
ご参加いただきありがとうございました
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日
南
町
に
移
住
し
て
５
年
目
で
す
ね

　生
ま
れ
育
っ
た
新
潟
市
内
で
自
動
車
整
備
士
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
な
ん
だ
か
自
分
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
生
き
づ
ら
い
。
も
っ

と
自
分
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
仕
事
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

い
き
な
り
山
仕
事
を
選
ば
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　高
校
卒
業
と
同
時
に
山
奥
の
林
業
家
の
現
場
に
放
り
出
さ
れ
た

青
年
が
主
人
公
の
物
語
で
、
映
画
に
も
な
っ
た
『
神
去
な
あ
な
あ

日
常
』(

三
浦
し
を
ん
・
著)

と
い
う
小
説
を
読
ん
で
「
こ
れ
だ
」

と
共
感
し
ま
し
た
。
当
時
23
才
の
ワ
ク
ワ
ク
感
で
す
。

日
南
町
の
農
林
業
研
修
制
度
は
ど
う
で
し
た
か
？

　最
初
は
暖
か
い
九
州
の
熊
本
に
行
こ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
月

10
万
円
の
生
活
費
が
支
給
さ
れ
て
住
居
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
の

が
魅
力
で
日
南
町
を
選
び
ま
し
た
。
肉
体
労
働
が
好
き
だ
っ
た
し
、

基
礎
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な

り
す
ぐ
に
就
職
で
き
ま
し
た
。
「
研
修
生
は
よ
そ
者
」
と
か
「
町

の
カ
ネ
で
メ
シ
食
っ
て
い
る
」
と
か
「
信
用
し
て
い
な
い
」
と
か

の
声
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
空
き
家
を
買
っ
て
暮
ら
し
て
い
て

骨
を
埋
め
る
覚
悟
で
す
。

日
南
町
森
林
組
合
の
作

業
班
で
働
い
て
い
ら
れ

ま
す
が

　初
め
は
慣
れ
る
の
に

大
変
で
し
た
が
、
職
場

の
先
輩
や
同
僚
も
い
い

し
、
と
に
か
く
山
に
入

っ
て
い
る
の
が
楽
し
い
。

　「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
」
の
言
葉
と
共
に
何
た
び

誓
い
の
言
葉
を
口
に
し
て
き
た
で
し

ょ
う
。

　日
常
の
中
の
昨
日
と
今
日
そ
れ
で

も
特
別
な
夜
明
け
の
元
旦
、
そ
れ
で

も
今
年
こ
そ
は
と
昨
年
と
同
じ
決
意

を
口
に
す
る
。

　進
歩
の
な
さ
を
恥
じ
る
よ
り
す
が

す
が
し
い
気
が
み
な
ぎ
り
志
を
再
確

認
す
る
。

　地
方
創
生
が
歩
み
を
始
め
る
申
年

の
ス
タ
ー
ト
、
人
口
増
を
目
指
し
て

中
心
地
域
整
備
構
想
が
動
き
出
し
、

交
流
増
を
目
指
し
て
道
の
駅
が
開
か

れ
る
。

　不
安
の
声
も
耳
に
す
る
。
成
程
40

年
先
を
行
く
日
南
町
に
道
標
は
無
い

の
か
も
、
そ
れ
な
ら
日
南
町
の
贅
沢

を
再
発
見
し
町
外
へ
発
信
し
続
け
る

の
み
か
も
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　近
藤

　記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委

員

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　足
羽

　
　覚

　
　
　委

　
　員

　大
西

　
　保

　
　
　
　
　〃

　　
　近
藤

　仁
志

　
　
　
　
　〃

　　
　福
田

　
　稔

編

集

後

記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.tottori.jp

新潟
日南

仕
事
に
自
信
も
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
瞬
、
事
故
っ
て

死
に
そ
う
な
時
も
あ
り
ま
す
。
先
ず
は
安
全
第
一
で
す
。

日
南
町
っ
て
ど
う
で
す
か
？

　た
ま
に
新
潟
市
内
の
同
級
生
に
会
っ
た
り
す
る
と
、
巨
大
な
ビ

ル
の
展
望
台
に
案
内
さ
れ
る
け
ど
、
「
な
ん
で
ビ
ル
の
夜
景
を
見

て
楽
し
い
ん
だ
」
っ
て
思
う
。
こ
っ
ち
は
、
草
刈
り
の
音
で
目
覚

め
て
窓
の
向
こ
う
に
広
が
る
景
色
の
ほ
う
が
め
っ
ち
ゃ
い
い
と
。

　便
利
さ
を
求
め
れ
ば
際
限
が
な
い
し
、
小
さ
い
ボ
ロ
屋
で
も
リ

フ
ォ
ー
ム
す
れ
ば
恋
人
も
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま

す
、
き
っ
と
。

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる

　飯
塚

　
　展
さ
ん

い
い
づ
か

た
か
し

(

丸
山)

一
冊
の
小
説
が
、
オ
レ
の
人
生
を
変
え
た


